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 福岡県で非定型スクレイピーが発生 
＜発生状況＞ 
 福岡県で平成２８年３月下旬に死亡しためん羊1頭（１１歳）に
ついて検査の結果、非定型スクレイピーと診断されました。当該め
ん羊は焼却処分済みで、また同県内の他のめん羊に異常がないこと
が確認されています。 

非定型スクレイピーとは 
 

○「スクレイピー」は、異常プリオンたん白質を原因とするめん羊、山羊の伝達性  
  海綿状脳症です。発症すると神経症状などを示し、家畜伝染病に指定されて 
  います。 
○「非定型スクレイピー」は、これまでに国内で発生が確認されている「定型スク 
  レイピー」と異なり、他のめん羊や山羊に伝染しません。老齢のめん羊や山羊 
  で自然発生することが知られており、ＥＵ、米国などで発生が確認されていま 
  すが、日本では初の発生です。 
○「非定型スクレイピー」、「定型スクレイピー」ともに人には感染しないと考えられ 
  ています。 
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家畜伝染性疾病のまん延防止の観点から 
平成１５年よりめん羊及び山羊を対象に、 

スクレイピーのサーベイランスを実施しています。 
飼養しているめん羊、山羊が１２ヶ月齢以上で死亡または
淘汰された場合（と畜場においてと畜された場合を除く）

は、スクレイピーの検査を実施しますので、 
家畜保健衛生所にご連絡ください。 

 


